
雪害対策研究委員会の報告
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雪害対策研究委員会

委員長 大野文良（清水建設㈱）

2014年5月27日



設置： 2014年3月5日

名称：雪害対策研究委員会

対象：クロ－ズドシステム処分場

目的：積雪による被害調査から、安全・安心な
クローズドシステム処分場の建設と維持管理が
できる対応策を検討する。
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メンバ－

委 員 長：大野文良 （清水建設㈱）
副委員長：小谷克己 （個人会員）

伴野 茂 （鹿島建設㈱）
委 員：松本 真 （㈱建設技術研究所）

纐纈卓也 （㈱エイト日本技術開発）
中尾さやか（㈱エイト日本技術開発）
小日向 隆（㈱エックス都市研究所）
薦田敏郎 （鹿島建設㈱）
海老原正明（大成建設㈱）
鴫谷 孝 （㈱大林組）
伊藤良治 （飛島建設㈱）
青山克己 （太陽工業㈱）
丸山幸敏 （太陽工業㈱）

（１３人）
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【雪害対策研究委員会の活動 背景－対応】

・背景：今年の2月中旬の大雪により、関東・甲信・東北
地方等でいろいろな構造物が積雪による被害を受けた。
クロ－ズドシステム処分場においても屋根が崩壊する
事故が１件発生した。

・NPO・LSAでは、これを重く受けとめ、豪雪地域の主な既設
CS処分場について調査を行い、上記以外の施設では
大きな問題はなかったことを確認している。

・CS処分場は、適切な設計・施工・維持管理が行われれば、
大雪に対しても安全な施設。
NPO・LSAでは、今後も安全・安心なCS処分場の建設及び
維持管理を実現するための取り組みを続けていく。
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【雪害対策研究委員会の活動について】

・雪害対策検討委員会は、2014年度単年度のﾀｽｸﾌｫ‐ｽ
として活動する。

（１）雪に対するCS処分場の計画、構造等の考え方の検討

（２）除雪、埋立作業等を踏まえたCS処分場の維持管理の

考え方の検討

（３）既設CS処分場の調査及び改善の提案

（４）CS処分場の積雪に対する機能検査の提言

（５）豪雪に関するCS処分場についての相談など
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２月の大雪の被害
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２月の大雪の被害
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２月の大雪の被害
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幅80mｘ長さ140mの屋根



２月の大雪の被害

関東での大雪
・2月8日‐9日
・2月14日‐15日

・被害が大きいのは後者
・雪の重さでは、気温に影響されて、
後者のが気温が高く、
また、降雨を含み、結果、重い雪となった。

・雪は残るとしまって重くなる、前者の残雪に
後者の新雪がのった影響も大きい。
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２月の大雪の被害
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雪荷重の考え方は

・設計積雪荷重＝積雪深ｘ雪の重量
（建築基準法施行令86条）

都区内設計荷重は：30cmｘ20N/m2＝ 600N/m2

→被害発生

甲府などの設計荷重：50cmｘ20N/m2＝1000N/m2

→大規模な被害は少なかった



２月の大雪の被害（八戸市CS） 八戸市HPより
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平成25年6月完成、平成26年2月16日 4:40～4:42倒壊



２月の大雪の被害（八戸市CS） 八戸市HPより
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２月の大雪の被害（八戸市CS） 八戸市HPより
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２月の大雪の被害（八戸市CS） 八戸市HPより
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設計積雪荷重＝ 積雪深ｘ雪の重量
＝ 85cm ｘ20N/m2＝ 1700N/m2

今回調査荷重＝ 117cm  ｘ25N/m2＝ 2925N/m2

見直し提案
積雪量100cm、雪重量を多雪地域と同じ30N



既設ＣＳの調査
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豪雪地域の代表的なクロ－ズドシステム処分場の管理者
約20箇所にアンケ－トを実施し、とりまとめ中。

前例の１施設以外、大きな被害は発生していない
↓

処分場の管理と被害：ＣＳ処分場では適切な
設計・施工・維持管理が行なわれれば、
大雪に対しても安全な施設と考えられる。
↓

アンケ－トを集計・分析し、後日報告する。
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【雪害対策研究委員会の今年度の活動について】

・2014年度単年度のﾀｽｸﾌｫ‐ｽとして活動する。

（１）雪に対するCS処分場の計画、構造等の考え方の検討

（２）除雪、埋立作業等をふまえたCS処分場の維持管理の

考え方の検討

（３）既設CS処分場の調査及び改善の提案

→アンケ－トの集計を実施中・報告（後日）

（４）CS処分場の積雪に対する機能検査の提言

（５）その他、豪雪に関するCS処分場についての相談など


